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Colleges Help the Faculty Adapt Teaching for Foreign Students
― An Article from The Chronicle of Higher Education ―
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ある。2020 年までに留学生数を 30 万人に増やす計画を発表した。日本学生支援機構の調
査によれば，2015 年度の外国人留学生総数 21 万人の内，高等教育機関の在籍者数は 15
万人余りである。その約半数は中国からの留学生である。大学別にみると 1 位は早稲田大
学で約4000人にのぼる。大阪産業大学は2005年からしばらく全国ランキング第4位であっ
たが，2015 年時点では第 17 位（約 1100 名）である。留学生は正規の授業を受けながら
外国語としての日本語の授業を受けている。正規の授業においては本稿で取り上げられた
ような問題があることは十分考えられる。日本語による講義が十分理解できない留学生に
対してはさまざまな工夫がなされていることと思う。今後増え続けるであろう外国人留学
生に対する手厚い対策を期待したい。
